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日本共産党七尾市委員会の見解を紹介します。 

子
育
て
支
援
の
充
実
で
〝
選
ば
れ
る
〟
七
尾
市
に
！ 

■ 

子
ど
も
の
医
療
費
18
歳
ま
で
窓
口
無
料
に 

■ 

保
育
料
の
「
２
人
目
無
料
」
を
所
得
制
限
無
し
で 

■ 

学
校
給
食
費
も
「
２
人
目
無
料
」
に 

● 

高
す
ぎ
る
国
保
税      

１
世
帯
２
万
円
引
き
下
げ 

夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の
モ
デ
ル
世
帯
の
比
較
で
は
２
年
連
続
で
県
内
ト

ッ
プ
の
国
保
税
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
調
査
） 

国
保
会
計
に
は
５
億
３
千
万
円
の
基
金
（
貯
金
）
が
あ
り
ま
す
。
一
世

帯
２
万
円
の
引
き
下
げ
に
十
分
な
資
金
で
す
。 

● 

在
宅
介
護
に
「
介
護
手
当
」
支
給
制
度
を 

志
賀
町
で
は
５
千
円
、
川
北
町
で
は
５
万
円
の
「
在
宅
介
護
手
当
」
を

支
給
し
て
い
ま
す
。 

● 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
地
域
経
済
活
性
化 

 
 
 

津
幡
町
・
内
灘
町
・
羽
咋
市
な
ど
実
施
し
た
市
町
で
の
経
済
波
及
効
果
は

抜
群
で
す
。
毎
年
５
千
万
円
で
ず
っ
と
続
け
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

      安倍暴走政治とキッパリ対決 

定数 4 減・18 議席 

七尾民報 

日本共産党の市議会議員 

●プロフィール 

1949 年 七尾市佐味町に生まれる。 

1968 年 七尾工業高校卒(第 1 期生)、

72 年 金沢工業大学卒。金沢民主商工

会・七尾民主商工会勤務を経て、松

任・石川民主商工会事務局長。02 年春

に退職後、佐味町の実家で農業。03

年 4 月七尾市議選に立候補、05 年 10

月の市議選で当選し現在 3期目。 

＜現在＞七尾市議、日本共産党石川県

委員・能登地区副委員長・七尾市委員

長、七鹿社会保障推進協議会代表委

員、原発問題住民運動能登地域連絡セ

ンター事務局長。 

＜家族＞妻と 2男 1女、母。 

（現 3期） 

67歳 
 

日
本
共
産
党
七
尾
市
委
員
会
が
市
議
選
の
予
定
候
補
者
を
発
表
し
ま
し
た 

 

ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 

市
議
会
議
員 
礒
貝 

か
ず
の
り 

私
は
、
議
員
活
動
を
通
し
て
、
と
く
に
安
倍
自
民
公
明
政
権
に
よ

る
消
費
税
８
％
へ
の
増
税
、
年
金
カ
ッ
ト
、
農
業
破
壊
…
な
ど
が
、

暮
ら
し
・
経
営
を
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

で
す
か
ら
七
尾
市
に
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
て
、
〝
国

の
悪
政
の
防
波
堤
〟
の
役
割
を
発
揮
す
べ
き
だ
と
求
め
て
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
が
苦
労
し
て
納
め
た
税
金
の
使
い
方
を
、
暮
ら
し
・

福
祉
応
援
を
最
優
先
に
す
る
よ
う
求
め
て
引
き
続
き
が
ん
ば
り
た
い

と
決
意
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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財源はあります---市長の決断の範囲です 

 ●国保会計には「基金」（貯金）が５億 3000 万円ある。 

 ●財政調整基金（市が自由に使える貯金）は 50 億円。 

 ●合併による地方交付税の減額予定 19 億円が 10 億円にな

って毎年９億円のゆとりが生まれた。 

●市の財政は毎年黒字。 

●上の政策を全部実行しても予算総額の 2％未満。 

七尾市議選 

10月15日告示 
22 日投票 

県
内 

ト
ッ
プ 


